
令和５年４月１日現在

5 分団

0 分団

0 隊

0 部

29 班

157 人

145 人

140 人

5 人

145 人

0 人

0 人

4 人

23 人

0 人

23 人

9 人

6 人

4 人

105 人

2 台

0 台

12 台

2 台

0 台

年額 36,500 円

年額 36,500 円

8,000 円

8,000 円

※１：「消防団の組織概要等の調査」による

※３：詳しくは、各市町村等のホームページ等を参照。

※２：「年額報酬」「出動報酬」の額は、令和５年４月１日現在の条例で定める額。
 　　　「出動報酬」については、日額で定めがある場合は最大額を記載。一方、日額で定めていない場合は８時間の出動に換算した額を記載。
　　　定めがない場合又は年額支給の場合には「ｰ」と記載。

年
額
報
酬

報酬額（階級：団員）

（参考）交付税単価（階級：団員）

出
動
報
酬

火災

風水害等の災害

特殊法人等公務員に準ずる職員

農協職員

日本郵政グループ

その他

ポ
ン
プ

普通消防ポンプ自動車

水槽付消防ポンプ自動車

小
型
動
力

ポ
ン
プ

小型動力ポンプ付積載車

小型動力ポンプ（車両に積載していないもの）

手引き動力ポンプ

団
員
数

条例定数

　当町は、美しい自然や景観に恵まれておりますが、急峻な山々や急流が多く、台風
や集中豪雨による自然災害の発生しやすい地形となっています。
　こうした中、消防団の活動は、防火思想の啓発、隣近所の予防警戒巡視から火災・
行方不明者の捜索、さらには豪雨災害、地震等における災害対応など広範囲に及ん
でいます。
　一方、若者の町外への転出の増加、少子高齢化等による消防団員の確保は厳しい
状況にあり、将来にわたり非常備消防組織の存続も危惧されています。
　日頃から地域住民の生活状況を熟知している消防団は必要不可欠な存在であり、
常備消防と相俟って、地域の消防防災体制の中核的役割を果たすことが期待されて
いるとともに、その充実が強く求められています。最新の消防車、資機材等の計画的
な更新を実施しています。

実員数

男性団員数

女性団員数

基本団員数

大規模災害団員数

その他の機能別団員数

職
業
構
成
別
団
員
数

国家公務員

地方公務員

都道府県職員

市区町村等職員

消防団名 小海町消防団 メールアドレス seikatsukankyo@koumi-town.jp

組
織

分団数 ホームページURL http://www.koumi-town.jp/

うち機能別分団数
SNSアカウント

方面隊数

部数 消防団活動事例・
PR等班数

0267-92-4335

消　防　団　の　組　織　概　要

都道府県名 長野県
所在地

〒384-1192

市町村名 小海町 長野県南佐久郡小海町大字豊里57-1

消防団事務所管 小海町役場町民課 電話番号（直通） 0267-92-2525（内線153） FAX


